
STUDIES ON THE ACHIEVEMENT MOTIVE OF
NURSING STUDENT IN COLLEGE : Factorial
structures and their consciousness

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2007-06-30

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 森田, 敏子, 松永, 保子, 浅本, 憲, 松田, 好美, 内海,

滉, MORITA, Toshiko, MATSUNAGA, Yasuko,

ASAMOTO, Ken, MATSUDA, Yoshimi, UTSUMI, Ko

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10098/981URL



画 福井医科大学研究雑誌 第1巻 第3号(2000)

看護 大 学生 の達成 動機 に関す る研 究
一 因子構造とその因子を規定する要因の検討 一

森 田 敏 子*,松 永 保 子 ※,浅 本 憲**,松 田 好 美 ※※,内 海 滉 ※※※

看護学科*臨 床看護 学講座,医 学 科**解 剖学講座

(平成12年8月25日 受理)

STUDIES ON THE ACHIEVEMENT MOTIVE 

  OF NURSING STUDENT IN COLLEGE 
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 Abstract  : A total of two handred twenty six students who attended to four classes (freshman, sophomer, 

junior, and senior' s class) of the nursing college, was asked to answer the questionnaire of the 
"Achievement Motive test" . Employing the factor analysis with the Varimax rotation, comparison of the 

four groups of the students' class was performed, discovering the relationship of the achievement motives 

to the consciousness forming the factorial structures. The factorial structures were characteristic of each 

class group, such as the factors regarding to the fulfillment of the personality development as well as the 

social achievement, and/or sometimes the avoid of the success. For the formation of the structures were 

contributed many of the consciousnesses such as a pride as a nurse, significance of the works, whether 

the work is noble and holy, or the work is possible to continue to the lifelong period, or with human 

development, contributing to the society etc,.
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は じめに

社会的動機 の一つで ある達成動機 の概念 には,社 会的 ・文化 的に価値が ある とされ る もの を

達 成す る こ とが大 きな要素 で あ る とされ,社 会 と個 人の関係 に焦 点が 当て られ てい る(1-3)。

社会的動機 として達成動機 を最初 に取 りあげたマー レイ(Murray,H.A)は,達 成動機 を 「む

ず か しい ことを成 し遂 げる こと。…… 自己を克服 す るこ と。他 人 と競争 し他 人 を しの ぐこ と。

才能 を うまく使 って自尊心 を高 めるこ と。」 と定義 しているq)。 また,林 は 「高い基準 に対 し

て自己の力 も発揮 して障害 に打 ち克 ち,で きる だけよ くその 目標 を成 し遂 げよう とす る動機 ま

たは欲求」 と定義 してい る ㈲。 さらに,宮 本は 「その文化 において優 れた目標である とされる

事柄 に対 し,卓 越 した水準でそれを成 し遂げ ようとす る意欲」(5)と 定義 してい る。

この ように定義 されている達成動機は主観的 な ものであ り,客 観的 に測定す ることは困難であ

る と考 え られ てい た。 しか し,マ ク レー ラ ン ド(McClelland,D.C)(6)や ア トキ ンソ ン

(Atkinson,J.W)(7-9)あ るいはベ ンデ ィング(Bending,A.W)(10)ら によって測定用具の開発が

進め られ,次 第に客観的 な測定が可能 となって きた(11-12)。 本邦 では宮本や藤原,堀 野,山 内

らによって達成動機に関する研究が なされ(2-3,5・13-IS),さ らにベ ンデ ィングが開発 した測

定 用具 を堀野 ・森 らが翻訳 し,そ の尺度の修正 がな され、質問紙調査 に よる達成動機尺度が 開

発 され,妥 当性 と信頼性が検証 されてきた(1-2)。

看護 学生 は看護職 になる とい う目的意識 をもって 入学 し,勉 学 に励 んでい ることか ら,「 看

護職 になる」 とい う達成動機 は高 い もの と推察 される。 また,達 成動機 は一一般的 に 「自己のす

ぐれた基準 を もとに物事 をや り遂 げ ようとす る動機」 とされる ことか ら,看 護職 になるこ とを

目指す看護学生の達成動機 とそれに関与す る要 因を明 らかにす るこ とは,看 護教育の改善の基

礎資料 となる と考 え られる。最近で はこの観点 か ら看護学生 を対象 とした達成動機 に関す る研

究が なされ ている(19-`11)。 我 々は昨年F大 学の看護学生3学 年 を対象 に達成動機 に関す る調

査研究 を行 った(22)。 これ による と,看 護大学生の達成動機 として4因 子が抽 出 され,個 人の

積極 的価 値 に基づ く 「個 人的達 成欲求」 と,社 会的 ・文化的価値 のあ る もの を達成す る とい う

「社会 的達成欲 求」の2つ 視点 があ るこ とが確認 され た。 また,達 成動機 を規定す る要因 と し

て,看 護学生 としての誇 りを持つ こ と,看 護職 に対す るや りが い意識 を持つ こと,看 護職 に対

す る価値づ けがあ るこ と,看 護職 を通 して人間的 に成長す る こと,一 生役立つ知識や技術 を修

得す る ことなどの意識が重 要 な要素であ るこ とが確 認 された。 さらに,看 護教育 においては,

結果のみ に焦点 をあ てるので はな く,看 護 を学ぶ プロセ スを尊重す るよ うな教育的配慮 が重要

で あるこ とが示唆 され た。 しか し,こ れ らの結論 は3学 年 までの結果 か ら導 きだ された もので

あった。F大 学の学年進行が進み4学 年がそ ろったこ とか ら,本 研究 は,看 護大学生である4

学年 を対象 として達成動機 に関す る調査 を再度行 うものである。

したが って本研究の 目的 は,1)看 護学生の達成動機 の因子構二造 を確認す ることによ り,看

護学生の達成動機の学年別の特徴 を解明す るこ と,2)達 成動機の形成 を規定す る要因 と学生

一448一



看護大学生の達成動機に関する研究

の意識や態度 との関係 を明らか にし,看 護教育改善のための基礎資料 を得 ることである。

1.研 究方法

1.研 究対 象及び調査時期

2000年4月 にF大 学 に在学 してい た看護学 生 に,研 究 の主 旨 を説 明 し協 力 を求め た。 さ ら

に,こ の調査 は研究 の 目的 にのみ使 用す る ものであ り得 られたデー タは統計 的に処理 し,個 人

的 な情報が学業成績や評価 に影響 した り,外 部 に漏れた りしないことを説明 して同意を得た。

この結果,看 護学生236名 の うち調査の主 旨に賛 同が得 られた226名95.8%(1学 年56名93.3%,

2学 年55名93.2%,3学 年58名98.3%,4学 年57名98.3%)が 研 究 対 象 と な った 。 調

査 は2000年5月 下旬か ら6月 上旬 にかけて,そ れぞれの学年の集合的機会 を利用 して行 った。

なお,F大 学 には,編 入生が在籍 しているが,一 般 入学生 とは背景が異 なるため,今 回の結果

か らは除外 した。

2.調 査方法

達 成動機 の質 問紙 はベ ンデ ィングが 開発 し,堀 野 ・森 らが修正 した23項 目で構 成 されてい

る双極7件 法の 「達成動機調査項 目」 を用いた(表1)。

達 成動 機の形 成 を規定す る要因の検討 には,"看 護学生 と しての誇 り"や"看 護職 の仕事 の

や りが い","看 護 職は尊 い仕事 だ と思 う"な ど 「看護職へ の認識 」 に関す る6項 目及 び"…

生役立つ知 識 ・技術 を修得 す る","人 間 的 に成長す る","経 済的 ・精神 的 に 自立す る"な ど

「看護の道 を選択 した理由」 に関す る9項 目で構成 した 自記式質問紙 を用い た。

3.分 析方法

達 成動機 測定 尺度23項 目の 回答 は,7段 階 に数 量化 して主成分 分析 を行 い,そ の後 バ リマ

ックス回転法 に よる因子分析 を行 い,各 学年の因子構造 を比較 した。達成動機 の形成 を規定す

る要 因は,「 看護職へ の認 識」 と 「看護 の道 を選択 した理 由」 の各項 目を肯定 的回答 と否定 的

回答 の2群 に分 け,因 子得 点の群別平均 値 をt検 定 し,因 子 に及ぼす 要因 と して検討 した。 な

お統計処理は,統 計パ ッケージSPSSを 用い,有 意水準は5%以 下 とした。

Il.結 果

1.達 成 動 機 の 因 子 構 造

達 成 動 機 測 定 尺 度 か ら 各 学 年 と も に4因 子 が 抽 出 さ れ た 。 各 学 年 の 因 子 構 造 を 因 子 負 荷 量 表

に 示 し た(表2～ 表5)。 ク ロ ー ン バ ッ ク α係 数 は,1学 年 は 第1因 子 か ら 順 に0.78,0.78,0.72,

0.72で あ り,2学 年 は 第1因 子 か ら 順 に0.80,0.81,0.77,0.79,3学 年 は0.90,0.86,0.80,0.73,

4学 年 は0.61,0.75,0。69,0.61で あ っ た 。
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1学 年 の 因子 名 は,第1因 子 は 「21.難 しい こ とで も 自分 な りに努 力 してや っ てみ よ う と思

う」,「10.何 で も手 が け た こ と は最 善 を つ く した い」,「6.ち ょ っ と した工 夫 をす る こ とが

好 きだ」 な どで 構成 され て い る ため 『自己努 力最 善 因子 』 と し,第2因 子 は 「22.世 にで て 成

功 した い と強 く願 って い る」,「20.社 会 の 高 い 地 位 をめ ざす こ とは 重 要 だ と思 う」,「9.競

争 相 手 に負 け るの は くや しい 」 な どで 構 成 され て い る ため 『社 会 成 功 因 子 』 と した 。 第3因 子

は 「4.人 と競 争 す る こ と よ り,人 と くらべ る こ とが で きない よ う な こ とを して 自分 を生 か し

たい 」,「3.決 め られ た仕 事 の 中 で も個 性 を い か して や りた い 」,「2.も の ご とは 他 の 人 よ

表1達 成動機調査項目

1.い つも何か 目標を持っていたい

2.も のごとは他の人よ りうまくやりたい

3.決 め られた仕事の中でも個性をいか してや りたい

4.人 と競争することより,人 とくらべることができな いような ことをして 自分をいかしたい

5.他 人と競争 して勝つとうれ しい

6.ち ょっとした工夫をすることが好きだ

7.人 に勝つことよ り,自 分な りに一生懸命やることが大事だと思 う

8.み んなに喜んでもらえるすばらしいことを したい

9.競 争相手 に負けるのはくや しい

10.何 でも手がけたことは最善 をつくしたい

11.ど うしても私は人より優れていたい

12.何 か小さなことでも自分にしかできないことを してみたいと思う

13.勉 強や仕事を努力するのは,他 の人に負けないためだ

14.結 果は気 にしないで何かを一生懸命やってみたい

15.今 の社会では強いものが出世 し,勝 ち抜 くものだ

16.い ろいろなことを学んで 自分を深めたい

17.就 職する職場は,社 会で高く評価 されるところを選びたい

18.成 功するということは名誉や地位を得ることだ

19.今 日一 日何 をしようかと考えることは楽 しい

20.社 会の高い地位をめざすことは重要だと思う

21.難 しいことでも自分な りに努力 してやってみようと思う

22.世 にでて成功 したいと強く願 っている

23.こ ういうことが したいなあと考えるとわ くわ くする
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りう ま くや りた い」 な どで構 成 され てい るが,全 て負 の値 で あ っ た ため 『没個 性 因子 』 と した 。

第4因 子 は 「23.こ うい う こ とが した い な あ と考 え る とわ くわ くす る」,「19.今 日一 日何 を し

よ うか と考 え る こ とは楽 しい」,「13.勉 強 や 仕 事 を努 力 す る の は,他 の 人 に負 け な い た め だ 」

な どで 構 成 され て い るが,正 の値 と負 の値 が 混在 して い るた め 「自己 楽 しみ 因子 』 と した,、累

積寄 与 率 は53.7%で あ っ た。

表2達 成動機因子負荷量表1学 年

項 目

21難 しいことでも自分なりに努力してやってみようと思う

10何 でも手がけたことは叢善をつくしたい

6ち ょっとしたヱ夫をすることが好きだ

1い っも何か目標を持っていたい

8み んなに喜んでもらえるすばらしいことをしたい

if

o

織竣

伍§o

0.55=:

7人 に勝つことより。自分なりに一生懸命やることが大事だと思う・

14結 果は気にしないで何かを一生懸命やってみたい

16い ろいろなことを学んで自分を深めたい

22世 にでて成功したいと強く願っている

20社 会の高い地位をめざすことは重要だと思う

9競 争相手に負けるのはくやしい

17就 職する職場は,社 会で寓く評価されるところを選びたい

5他 人と競争して勝つとうれしい

11ど うしても私は人より優れていたい

18成 功するということは名誉や地位を得ることだ

4人 と競争することより,人とくらべることができないようなことを

して自分を生かしたい

3決 められた仕箏の申でも個性をいかしてやりたい

2も のごとは他の人よりうまくやりたい

12何 か小さなことでも自分にしかできないことをしてみたいと思う

23こ ういうことがしたいなあと考えるとわくわくする

19今 日一日何をしようかと考えることは楽しい

13勉 強や仕事を努力するのは,他 の人に負けないためだ

15今 の社会では強いものが出世し,勝ち抜くものだ
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2学 年 の 因子 名 は,第1因 子 は 「18.成 功 す る とい うこ とは 名誉 や地位 を得 る こ とだ」,「20.

社 会 の高 い 地 位 をめ ざす こ と は重 要 だ と思 う」,「15.今 の 社 会 で は 強 い ものが 出 世 し,勝 ち

抜 く もの だ」 な どで 構 成 され て い る ため 『社 会 地位 評 価 因子 』 と した 。 第2因 子 は 「19.今 日

一 日何 を し よ うか と考 え る こ とは 楽 しい」
,「23.こ うい う こ とが した い な あ と考 え る とわ く

わ くす る」,「4.人 と競 争 す る こ と よ り,人 と くらべ る こ とが で きな い よ う な こ と を して 自

表3達 成動機因子負荷量表:2学 年

項 目

18成 功するということは名誉や地位を得ることだ

20社 会の高い地位をめざすことは重要だと思う

15今 の社会では強いものが出世し,勝ち抜くものだ

17就 職する職場は,社 会で高く評価されるところを選びたい

22世 にでて成功したいと強く願っている

19今 日一日何をしようかと考えることは楽しい

23こ ういうことがしたいなあと考えるとわくわくする

4人 と競争することより、人とくらべることができないようなことを

して自分を生かしたい

12何 か小さなことでも自分にしかできないことをしてみたいと思う

14結 果は気にしないで何かを一生懸命やってみたい

16い ろいろなことを学んで自分を深めたい

3決 められた仕事の中でも個性をいかしてやりたい

11ど うしても私は人より優れていたい

2も のごとは他の人よりうまくやりたい

1い つも何か目標を持っていたい

17就 職する職場は,社 会で高く評価されるところを選びたい

#0何 でも手がけたことは最善をつくしたい

21難 しいことでも自分なりに努力してやってみようと思う

6ち ょっとした工夫をすることが好きだ

16い ろいろなことを学んで自分を深めたい

zz世 にでて成功したいと強く願っている

寄 与 率(%)

累 積 寄 与 率(%)

1f

Ioar';

・:α6§{

鉦6フ'

、Oi49

Q:48

o.os

o.zs

一'0
.1$

一〇.07

一〇
.19

一〇
.13

0.05

0.24

U.31

一〇.27

0.49

o.a4

0.04

1:

一〇
.13

0.48

27.77

27.77

2f

一〇
.os

一〇
.os

0.1フ

0.14

0.05

㈱1

{6蝋

0:7-0:

.α §5'

:::0;53

1轍

0.25

一〇
.10

一〇.07

0.02

0.14

0.23

α02

α18

0.51

0.05

14.24

42.01

3f

一t}
.13

一〇
.15

o.os

一〇.47

一〇.az

111

一〇
.02

一〇
.12

一〇
.31

α08

一〇.嘩6

:=0:76

蔑鷲漁

磁 磯:

i.,

.・≒947

一〇
.13

一α22

一〇」8

一〇
.16

一〇.42

8.72

50.73

4#

一〇
.22

一〇
.52

0.20

一〇.15

一〇.55

0.13

一〇
.24

一〇
.18

一一〇
.43

一〇
.44

一〇
.57

一〇.02

0.06

一α16

一〇.19

一〇.15

:8

二講 畷

6.56

57.28

社会

地位

評価

因子

自己

生かし

充実

因子

平凡

願望

因子

自己

努力

放棄

因子
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看護大学生の達成動機に関する研究

分 を生 か したい 」 な どで構 成 され てい る ため 『自己 生 か し充 実 因子 』 と した 。 第3因 子 は 「3.

決 め られ た仕 事 の 中で も個 性 を い か して や りた い」,「ll.ど う して も私 は 人 よ り優 れ て い た

い 」,「2.も の ご と は他 の 人 よ りう ま くや りた い 」 な どで 構 成 さ れ て い る が,全 て負 の 値 を

示 して い る ため 『平 凡 願 望 因 子 』 と し,第4因 子 は 「10.何 で も手 が け た こ とは最 善 をつ く し

たい 」,「21.難 しい こ とで も 自分 な りに努 力 して や っ て み よ う と思 う」 「6.ち ょっ と した工

表4達 成 動機 因子 負 荷 量表:3学 年

項 目

18成 功するということは名誉や地位を得ることだ

22世 にでて成功したいと強く願っている

17就 職する職場は,社 会で高く評価されるところを選びたい

11ど うしても私は人より優れていたい

20社 会の窩い地位をめざすことは重要だと思う

2も のごとは他の人よりうまくやりたい

9競 争相手に負けるのはくやしい

13勉 強や仕事を努力するのは,他 の人に負けないためだ

5他 人と競争して勝つとうれしい

3決 められた仕事の中でも個性をいかしてやりたい

12何 か小さなことでも自分にしかできないことをしてみたいと思う

10何 でも手がけたことは最善をつくしたい

4人 と競争することより、人とくらべることができないようなことを

して自分を生かしたい

7人 に勝つことより。自分なりに一生懸命やることが大事だと思う

14結 果は気にしないで何かを一生懸命やってみたい

23こ ういうことがしたいなあと考えるとわくわくする

6ち ょっとした工夫をすることが好きだ

19今 日一日何をしようかと考えることは楽しい

1&い ろいろなことを学んで自分を深めたい

2i難 しいことでも自分なりに努力してやってみようと思う

1い つも何か目篠を持っていたい

8み んなに喜んでもらえるすばらしいことをしたい

2t難 しいことでも自分なりに努力してやってみようと思う

寄 与 率(%)

累 積 寄 与 率(%)

1f

¢78

砿78

"77

0.76

0:74

Q:73

0.72

α71

asp

0.13

0.05

0.07

0.02

一〇.31

一〇
.34

一〇
.05

0.04

一〇.〉〉

一〇.11

一〇.02

0.03

0.24

一〇.02

24.91

24.91

2f

0.19

0.44

一〇
.22

O.t9

一〇
.23

一〇
.06

一〇
.10

一〇
.03

一〇
.21

fl.87

0:81

0.η

・0
.71

Q:7a

13.59

0.05

o.t2

0.07

a>〉

0.27

0.22

0.10

0。27

20.39

45.30

3f

一〇.14

一〇.os

0.07

一〇
.19

0.19

一〇.22

0.01

一〇
.09

一〇
.11

o.00

0.13

0.t4

o.ts

0.03

0.06

'
q85

α75.

儀73

噸1舳

儀5茸.

o.t2

0.19

0.51

11.31

56.61

4f

一a .02

0.05

0.10

一〇
.06

0.02

0.35

0.41

一〇
.37

0.37

0.15

o.11

0.12

一〇.10

0.36

一〇.04

一〇.02

一〇.01

0.27

0.18

o.ss

o纐

0.68

4:56

..

sa.so

因子名

社会

成功

因子

個性

充実

因子

自己

工夫

努力

因子

自己

目標

努力

因子
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森田敏子,松 永保子,浅 本 憲,松 田好美,内 海 滉

夫 を す る こ とが好 きだ」 の負 の値 で構成 され て い る た め 『自己努 力 放 棄 因子 』 と した。 累積 寄

与率 は57.3%で あ った。

3学 年 の 第1因 子 は,X18.成 功 す る とい う こ と は名 誉 や 地 位 を得 る こ とだ」,「22.世 に で

て 成 功 した い と強 く願 って い る 」,「17.就 職 す る職 場 は,社 会 で 高 く評 価 され て い る と こ ろ

を選 び た い」 な どで 構 成 され て い る ため 『社 会 成 功 因子 』 と した。 さ ら に,第2因 子 は 「3.

表5達 成動機因子負荷量表:4学 年

項 目

14結 果は気にしないで何かを一生懸命やってみたい

17就 職する職場は,社 会で高く評価されるところを選びたい

7人 に勝つことより,自分なりに一生懸命やることが大事だと思う

19今 日一日何をしようかと考えることは楽しい

21難 しいことでも自分なりに努力してやってみようと思う

3決 められた仕事の中でも個性をいかしてやりたい

1い つも何か目標を持っていたい

重6いろいろなことを学んで自分を深めたい

10何 でも手がけたことは最善をつくしたい

f2何 か小さなことでも自分にしかできないことをしてみたいと思う

18成 功するということは名誉や地位を得ることだ

20社 会の高い地位をめざすことは重要だと思う

15今 の社会では強いものが出世し,勝ち抜くものだ

22世 にでて成功したいと強く願っている

5他 人と競争して勝つとうれしい

6ち ょっとした工夫をすることが好きだ

10何 でも手がけたことは最善をつくしたい

11ど うしても私は人より優れていたい

寄 与 率(%)

累 積 寄 与 率(%)

if

≒α.78 .

≒麟.73

≒0.72'

自0
.60'

X4:5?

0.00

一4
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一t}
.19

一〇
.i2

一〇.18

0.22

一〇
.02

一〇
.14

α21

0.06

一〇
.18

一〇
.12

0.48

18.53

18.53

2f

0.10

0.31

0.08

0.19

0.37

..α84

⑥:8叢 ・,

"奪5

0,54

a47

0.02

0。07

一〇
.15

0.42

一〇
.07

0.18

0.54

0.16

1フ.49

3$.01

3f

oss

0.34

O,01

一〇.04

一〇
.oa

0.19

一〇
.as

0.03

一〇
.38

一〇
.重5

似80

α73'

o.⑤8

0.42.

α21

一〇
.04

一〇.38

0.39

8.64

44.66

4f

11:

o.os

0.09

一〇.12

0.21

0.07

一Q
.12

一〇
.01

0.49

0.34

一〇
.i5

0.21

0.03

0.26

:磁6:

α86

aaa

>0:x:7

8.47

53.13

因子名

自己

逃避

因子

個性

発揮

因子

社会

地位

獲得

因子

自己

工夫

最善

因子
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看護大学生の達成動機に関する研究

決 め られ た仕 事 の 中 で も個 性 をい か して や りた い 」,「12.何 か小 さ な こ とで も 自分 に しか で

きな い こ とを して み た い と思 う」,「10.何 で も手 が け た こ と は最 善 をつ く した い」 な どで構

成 され て い る ため 「個 性 充 実 因子 』 と した。 第3因 子 は 「23.こ うい う こ とが した い な あ と考

え る とわ くわ くす る」,「6.ち ょ っ と した 工 夫 をす る こ とが 好 きだ」,「19.今 日一 日何 を し

よ うか と考 え る こ とは楽 しい」 な どで 構 成 され て い る ため 『自 己工 夫 努 力 因子 』 と し,第4因

子 は 「1.い つ も何 か 目標 を持 っ て い た い 」,「8.み ん な に喜 ん で も らえ るす ば ら しい こ と

を した い 」,「21.難 しい こ とで も 自分 な りに努 力 して や っ て み よ う と思 う」 で構 成 さ れ て い

るた め 『自己 目標努 力 因子』 と した。 累積 寄 与率 は63.6%で あ っ た。

4学 年 の 第1因 子 は 「14.結 果 は 気 に しない で何 か を一 生 懸 命 や って み た い」,「17.就 職 す

る職 場 は,社 会 で高 く評 価 され る と こ ろ を選 び た い 」,「7.人 に勝 つ こ と よ り,自 分 な りに

一 生 懸 命 や る こ とが 大 事 だ と思 う」 な どで 構 成 さ れ て い るが
,す べ て負 の値 を示 して い る た め

『自己 逃 避 因子 』 と し,第2因 子 は 「3.決 め られ た仕 事 の 中で も個 性 をい か して や りた い 」,

「1.い つ も何 か 目標 を持 っ て い た い 」,「16.い ろ い ろ な こ と を学 ん で 自分 を深 め た い 」 な

どで構 成 され て い る た め 『個 性 発 揮 因 子 』 と した。 第3因 子 は,「18.成 功 す る とい う こ とは

名 誉 や 地 位 を得 る こ とだ」,「20.社 会 の 高 い 地位 を め ざす こ とは重 要 だ と思 う」,「15.今 の

社 会 で は 強 い もの が 出世 し,勝 ち抜 くもの だ」 な どで 構 成 され て い る ため 『社 会 地位 獲 得 因 子 』

と し,第4因 子 は 「5.他 人 と競 争 して勝 つ と うれ しい」,「6.ち ょっ と した工 夫 をす る こ

とが 好 きだ」,「10.何 で も手 が け た こ とは最 善 をつ く したい」 な どで構 成 され てい るた め 『自

己工夫 最 善 因子 』 と した。 累積 寄 与 率 は53.1%で あ った。

2.達 成 動機 の 形 成 を規 定 す る要 因

看 護 学 生 の 達 成 動 機 の形 成 を規 定 す る要 因 を 「看 護 職 へ の 認 識 」 と 「看 護 の道 を選 択 した理

由」 の2側 面 か ら検 討 した。

1)「 看護 職 へ の認 識」 と因子 との 関係

属 性 変 数 「看 護 職 へ の 認 識 」 で 最 も肯 定 的 意 見 が 多 か っ た の は,4学 年 の"看 護 職 は や り

が いの あ る仕 事 で あ る"(91.2%),1学 年 の"看 護 職 を一 生 続 け る"(91.1%)で あ っ た。 学

年 ご とに 多 い順 に第3位 まで を確 認 す る と,1学 年 は"看 護 職 を一 生 続 け る"(91.1%),"看

護 職 は や りが い の あ る 仕 事 で あ る"(87.5%),"高 卒 時 の 進 路 選 択 は 間 違 っ て い な い"(75

%)の 順 で あ り,2学 年 は"看 護 職 は や りが い の あ る仕 事 で あ る"(73.2%),"看 護 職 を一・生

続 け る"(69.6%),"高 卒 時 の進路 選 択 は 間違 って い な い"(53.6%)の 順,3学 年 は"看 護職 は

や りが い の あ る仕 事 で あ る"(77.6%〉,"看 護 職 を一 生 続 け る"(63,8%),"高 卒 時 の 進 路 選

択 は 間違 っ て い な い"と"看 護 学 生 と して の 誇 りが あ る"が53.4%で 同率 で あ っ た。4学 年

は"看 護 職 は や りが いの あ る仕 事 で あ る"(91 .2%),"看 護 職 を一 生 続 け る"(75.4%),"看 護

学 生 と しての 誇 りが あ る"(70.2%)の 順 で あ っ た。
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森田敏子,松 永保子,浅 本 憲,松 田好美,内 海 滉

看護 職 に対 す る認 識 で,肯 定 的 意 見が 少 なか っ たの は"看 護職 は尊 い仕 事 で あ る"(1学 年33.9

%,2学 年16.1%,3学 年22.4%,4学 年14.0%,平 均21.6%)と"高 校 生 に看 護 職 に な る

こ と を 勧 め る"(1学 年50.0%,2学 年35.7%,

で あ っ た(図1)。

3学 年46.6%,4学 年52.6%,平 均46.2%)

高卒時の進路選択は間違っていない

高校生に看護職になることを進める

看護学生としての誇りがある

看護職はやりがいのある仕事である

看護職は尊い仕事である

看護職を一生続ける

0 20 40 60

1ロ1学年
口2学年

口3学年

田4学年

画全体平均{

80 100(9b)

図1看 護職への認識

「看護 職へ の認 識」 か ら達 成動機4因 子 の形成 を規 定す る要 因を検討 する と,1学 年で は,

第1因 子 の 『自己努力最善 因子』 に対 して有意差 が認め られ たのは,"看 護 職はや りがい のあ

る仕事で ある"と"看 護職 を一生続 ける"の2項 目であ った。第2因 子の 『社 会成功 因子』 に

対 しては"看 護職 は尊い仕 事であ る"で 有意差がみ られ,第3因 子の 『没個性 因子』 に対 して

は"看 護学生 と しての誇 りがあ る"で 有意差がみ られ た。第4因 子の 『自己楽 しみ因子』 に対

して有意差がみ られ た項 目はなかった(表6)。

表6看 護職への認識か らみた属性 別平均:1学 年

項 目

高卒 時の進 路選択は
間違 っていない

高校生 に看 護職 にな
ることを勧 める

看護学 生と しての誇 り
がある

看護職 はや りが いの
ある仕 事であ る

看護職 は尊い仕事で

ある

看護職を一生続 ける

回 答

思 う
思わな い

思 う

思わな い

思 う

思わな い

思 う

思わな い

思 う

思わ ない

思 う

思わない

第1因 子

0.05
-0 .15

0.19
-0 .15

O.04

0.00

O.14**
-0 .94

つ.01

・ ・.

ail

O.00

第2因 子

。0
.10

0.30

0.18
-p .14

つ.48

0.i2

0.02

0.02

0.48**

つ.22

一〇 .01

11

第3因 子

一〇 .08

0.24

o.is
-0 .11

一〇 .22*

0.37

0.00

0.30

o.oi

O.04

0.06
-0 .34

第4因 子

0.03

つ.10

0.26
-0 .27

o.ia
-o .ia

一〇 .ii

O.86

0.03
-0 .02

一〇 .04

0.47

*p<0.05**p<OO1
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看護大学生の達成動機に関する研究

2学 年で は,第1因 子 の 『社 会地位評価 因子』 と第2因 子の 『自己生か し充実 因子』 に対 し

て有 意差が認め られた項 目はな く,第3因 子 の 『平凡願 望因子 』 に対 して"高 卒時 の進路選択

は間違 ってい ない"で 有意差が あ り,第4因 子 の 『自己努力放棄因子』 に対 して"看 護職 はや

りがいのある仕事である"と"看 護職 を一生続ける"の2項 目で有意差があった(表7)。

表7看 護職への認識からみた属性別平均2学 年

項 目

高 卒時の進 路選択は

間違 っていない

高校生 に看 護職にな
ることを勧 める

看護学生 と しての誇 り
が ある

看護職 はや りが いの
あ る仕事で ある

看護職 は尊 い仕事 で
あ る

看護職 を一 生続ける

回 答

思 う
思わな い

思 う
思わな い

思 う
思わな い

思 う

思わない

思 う
思わない

思 う
思わない

第1因 子

一゚ .°4

0.05

一〇 .20

0.11

一゚ .°5

0.04

一゚ .°3

0.09

゜.is

-0 .03

一゚ .°4

0.10

第2因 子

一゚ .11

0.14

゜.°3

-0
.01

゜.°7

-0 .07

゜.°3

-0 .09

掘

a?6

第3因 子

一゚ .3°

0.36*

一゚ .°6

0.03

一゚ .17

0.15

一゚ .°9

0.27

86含

幽8

:1435

第4因 子

一゚
.°8

0.10

一゚ .°s

O.04

一゚ .°4

0.03

一〇.19**

0.56

0.41
-0 .08

一゚ .2°

0.49*

*p<0.05**p<0.01

3学 年 では,第1因 子 『社 会成功 因子』 に対 して"高 卒時 の進路 選択 は間違 ってい ない"と

"看 護職 を一生続 ける"で 有意差が あ り
,第3因 子 の 『自己工 夫努力 因子』 に対 して"看 護 職

は尊 い仕事 である"で 有意差 があった。第2因 子 の 『個性 自己充実 因子』 と第4因 子 の 『自己

目標努力因子』 に対 しては有意差のある項 目はなかった(表8)。

表8看 護職への認識からみた属性別平均3学 年

項 目

高卒 時の進 路選択は
間違 っていない

高校生 に看 護職にな
ることを勧 める

看穫学生 と しての誇 り
があ る

看護職はや りが いの
ある仕事で ある

看護職は尊 い仕事 で
ある

看護職を一生続 ける

回 答

思 う
思わな い

思 う
思わな い

思 う
思わな い

思 う
思わない

思 う
思わない

思 う
思 わない

第1因 子

一゚ .29=k

O.36

゜.14

-0 .12

一゚ .11

0.12

一゚
.ii

O.39

一゚ .°7

0.02

つ.17**

0.03

第2因 子

a?弓

一゚ .°3

0.03

曾1;

゜.°3

-O .11

一゚ zs

o.os

一゚ .°4

0.07

第3因 子

8:8ζ

゜.2°

-0 .18

゜.2°

-0 .23

゜.°2

-0 .07

0.59**

-0 .17

゜.°5

-0 .08

第4因 子

゜.°s

-o .os

゜.z7

-0 .24

゜.13

-0 .15

゜.°s

-0
.27

゜.22

-o .os

゜.°5

-0
.10

*p<0.05**p<0.01
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4学 年で は,第1因 子 の 『自己逃避 因子』 に対 して有 意差 が認め られた項 目はなか ったが,

第2因 子 の 『個性発揮因子』 に対 して"看 護職 はや りが いのある仕事 である"と"看 護職 を一

生続 ける"で 有意差が あ り,第3因 子の 『社 会地位獲得 因子』 に対 して"看 護学生 としての誇

りがあ る"で 有意差が あっ た。第4因 子 の 『自己工夫 最善因子』 に対 して,"高 卒時の進路選

択 は間違 っていない"と"看 護職は尊い仕事であ る"で 有意差があった(表9)。

表9看 護職への認識か らみた属性別平均 二4学年

項 目

高卒時の進路 選択は
間違 っていない

高校 生に看護職 にな
ることを勧める

看護学生 としての誇 り
がある

看護職はや りが いの
ある仕事である

看護職は尊 い仕事 で
あ る

看護職 を一生続 ける

回 答

誘 急、

誘 急、

諾 急、

思霧 、、

思暑 忌、、

思霧 、、

第1因 子

゜.°i

O.04

a.1$
-0 .15

一゚ .°1

0.03

一゚ .°4

0.54

a.ss
-o _io

一゚ .34

0.12

第2因 子

一゚ .°7

0.25

゜
-o:1214

゜.i°

-0 .25

一〇 .06

0.74

一゚ .°i

o.00

゜_is

-o .so

第3因 子

一゚
.°4

0.04

一゚ .°2

0.02

一゚ .2i

O.52*

一゚
.°s

O.72

一゚ .12

0.02

一゚ .°a

O.27

第4因 子

゜.2°

-0
.49*

゜.°°

0.00

゜.°s

-0 .19

一゚ .°4

0.50

゜.75'K'K

-0 .13

゜.i°

-0 .32

*p<0.05**p<0.01

2)「 看 護 の道 を選 択 した理 由」 と因子 との関係

属性 変 数 「看 護 の道 を選 択 した理 由」 で最 も肯 定 的 意 見 が 多 か った の は,各 学 年 と もに"一

生 役 立 つ 知 識 ・技 術 を 修 得 す る"(平 均77.1%)で あ っ た 。 そ の次 に肯 定 的 意 見 が 多 か っ た の

は"自 己 の 興 味 や 適 性 が あ る"(平 均48.5%)や"社 会 へ 貢 献 をす る"(平 均45.8%)で あ っ

た が,こ れ らは 半 数 に満 た なか った 。 看 護 の 道 を選択 した理 由 の う ち"社 会 的評 価 を得 る"は

少 なか った(平 均7.5%)(図2>。

学 年 別 で 比 較 して み る と,1学 年 で 比 較 的 高 い割 合 を示 して い るが4学 年 で 低 くな って い る

もの に"自 己 の 興 味 や適 性 が あ る?'(1学 年60.7%,4学 年29.8%)と"社 会 へ 貢 献 す る"(1

学 年46.4%,4学 年15.8%),"社 会 的 必 要 性 が あ る"(1学 年37.5%,4学 年21.1%)が あ

っ た 。 逆 に,1学 年 よ り4学 年 で 高 い 割 合 を 示 した もの に,"一 生 役 立 つ 知 識 ・技 術 を修 得 す

る"(1学 年73.2%,4学 年825%)が あ っ た(図2)。

「看 護 の 道 を選 択 した理 由 」 か ら達 成 動 機4因 子 の形 成 を規 定 す る要 因 を検 討 す る と,1学

年 で は,第1因 子 『自己努 力 最 善 因子 』 に対 して は"社 会へ 貢 献 す る"で 有 意 差 が あ り,第2

因 子 『社 会 成功 因子 』 は"人 間 的 に成 長 す る"で 有 意 差 が あ り,第3因 子 『没 個 性 因子 』 で は

"一 生 役 立 つ 知 識 ・技 術 を修 得 す る"と"人 間 的 に成 長 す る"で 有 意 差 が あ り,第4因 子 『自

己楽 しみ 因子 』 に対 して は"自 己 の興味 や適性 が ある"で 有意 差 が み られ た(表10)。

i・
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一生役立つ知識・技術を修得する

人間的に成長する

社会へ貢献する

社会的必要性がある

精神的・経済的に自立する

自己の興味や適性がある

看護職へのあこがれがある

社会的評価を得る

家族の面倒をみる

010203040506070

図2看 護の道を選択 した理 由2学 年

80

口1学年

ロ2学年

日3学 年

m4学 年

園全体平均

90(96)

表10看 護の道を選択 した理由か らみた属性別平均1学 年

項 目

一 生役立つ知 識 ・技術

の修 得

人間的に成長する

社会へ貢献する

社会的必要性がある

精神 的 ・経済 的に 自立

する

自己の興味や適性があ
る

看護職へのあこがれが
ある

社会的評価を得る

家族の面倒をみる

回 答

定
定

肯
否

定
定

肯

否

定

定

肯

否

定
定

肯

否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定

定

肯

否

定
定

肯
否

定
定

肯

否

第1因 子

一〇
.01

0.02

0.20
-0 .24

0.40
-0 .34

0.17
-0 .10

0.14

-0 .10

0.09
-0 .14

0.10

-0 .04

5

5

ハ◎

0

∩
U
(U

一〇
.13

0.07

第2因 子

一〇
.01

0.oa

一〇
.27*

0.31

0.03
-o .a2

一〇
.07

0.04

一〇.17

ail

一〇
.07

0.12

0.33

-0 .13

0.51
-0 .04

一〇
.06

0.03

第3因 子

一〇
.16*

o.aa

一〇
.25

0.29

0

0

(∪

0

(U

(U

一〇
.12

0.a7

1

0.2i

o.a2
-0.2$

一7
.00

0.03

　

　

-

(U

α

α一

一〇
.io

O.05

第4因 子

o.oa

-o .ii

11'

-o .io

一〇
.20

!

一〇
.21

0.13

一〇
.04

0.03

α34**

-0
.53

0.54

-oz2

一〇
.32

0.02

0.23

-0.12

*p<o.os**p<α01
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2学 年 では第1因 子 の 『社 会地位評価 因子』 に対 して"一 生 役立つ知識 ・技術 を修得 する"

と"社 会的評価 を得 る"で 有意 差が あったが,第2因 子以下 第4因 子 まで有意差が認 め られた

項 目はなか った(表ll)。

表11看 護の道を選択 した理由か らみた属性別平均2学 年

項 目

一生役立つ知識 ・技術

の修得

人間的に成長する

社会へ貢献する

社会的必要性がある

精神的 ・経済的 に自立

する

自己の興味や適性があ
る

看護職へのあこがれが
ある

社会的評価を得る

家族の面倒をみる

回 答

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯

否

定

定

肯

否

定

定

肯

否

定
定

肯

否

第1因 子

0.09*

-0 .59

一〇
.25

0.24

o.2z

O.12

一〇
.32

0.is

0.16
-o .io

o.a7
-0 .08

0.24
-0 .07

1.37**

-0 .08

0.23

-0 .14

第2因 子

0.03
-0.18

o.zo

-0 .19

o.2a

-0 .15

oz2

-ago

0.13

-0 .09

一〇
.os

O.07

a.s7

。Oj1

一〇
.20

0.oi

0.32

-0 .20

第3因 子

0.00

-0 .01

0.06
-o.os

一〇.26

0.14

一〇
.26

0.13

一〇
.09

0.os

一〇
.22

0.27

一〇
.29

0.09

一〇.26

0.02

0.02

-o .oi

第4因 子

0.01

-O .09

一〇 .17

0.16

一〇.48

0.25

一α08

0.04

0.02

-o .oi

一〇
.19

0.22

一〇
.40

0.12

0.34

-0 .02

0.15

-0 .09

*p〈0.05**p<0。01

3学 年で は,第1因 子 『社会成功因子』 に対 して"人 間的 に成長す る"と"自 己の興味 や適

性が あ る","社 会的評価 を得 る"で 有意差 があ り,第2因 子 『個性 自己充実 因子 』で は"精

神的 ・経 済的 に自立す る"で 有 意差が あ り,第3因 子 『自己工夫努 力因子 』 に対 しては"人 間

的 に成長す る"で 有意差があ り,第4因 子 『自己 目標努力 因子』で有意差が認め られた項 目は

なか った(表12)。

4学 年で は,第1因 子 『自己逃避 因子 』 に対 して"看 護職へ のあ こが れが ある"で 有 意差が

あ り,第4因 子 『自己工夫最善 因子』 に対 して"社 会的評価 を得 る"で 有意差があ った。第2

因子 『個性発揮 因子』 と第3因 子 『社会地位獲得 因子』 に対 しては,有 意差が認め られた項 目

はなかった(表13)
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表12看 護の道を選択 した理由からみた属性別平均3学 年

項 目

一生役立つ知識 ・技術

の修得

人間的に成長する

社会へ貢献す る

社会的必要性がある

精神的 ・経済的に自立

する

自己の興味や適性があ

る

看護職へのあ こがれが

ある

社会的評価を得る

家族の面倒をみ る

回 答

定
定

肯
否

定
定

肯

否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯

否

定

定

肯

否

定
定

肯

否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

第1因 子

一〇
.05

0.19

一〇.33*

0.27

0.18
-0.13

0.32
-0.14

0.29

-o.iz

0.25*

0.24

0.14

-0.05

1.22*
-0.09

一〇.32

0.11

第2因 子

δ01
-0.03

0.26

-0 .21

0.07
-0 .05

0.19

-0ρ8

0.43**

-o .2s

0.19

!

0.08
-0 .03

0.13
-0 .01

0.22

-0 .08

第3因 子

一α04

0.16

o.aa

-0 .24

0.07
-0 .05

一〇.a7

0.os

一〇
.Q3

0.a2

0.06
-0 .05

一〇
.27

0.09

0.14
-0 .01

α06

-o .oz

第4因 子

一〇D6

0.22

一〇
.05

0.04

0.23

一α17

0.14

11・

一〇
.15

0.09

0.13
-0.12

0.07
-0.03

一〇.05

0.00

一〇
.05

0.02

*p〈OD5**p<α01

表13看 護の道 を選択 した理 由か らみた属性別平均:4学 年

項 目

一生役立つ知識 ・技術

の修得

人間的に成長する

社会へ貢献する

社会的必要性がある

精神的 ・経済的に 自立

する

自己の興味や適性があ

る

看護職へのあこがれが

ある

社会的評価を得る

家族の面倒をみる

回 答

定

定

肯

否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

定
定

肯
否

第1因 子

0.02
-o .os

0

0

0

0
)

一〇
.09

0.02

一〇.2s

O.07

0.10

一α08

つ.25

0.10

一〇
.61**

o.zo

一〇
.05

0工)4

　

　

O

O

O

O■

第2因 子

一〇.02

-o .oi

一〇
.08

0D6

0

(U

O

(U

O

O

一〇
.12

0.02

0

ハU

O

O

O

∩
V

o.oi
-0.03

一〇
.25

QO8

0.69
-OD8

一〇.29

0.i2

第3因 子

一〇 .08

0.36

一〇
.35

0.29

一〇 .07

0.01

0.30
-0 ,08

一〇
.07

α06

一〇.20

0.14

一〇.04

0.01

8

3

0

(U

O

O

α08

-0
.03

第4因 子

一α04

0.18

一〇
.18

0.14

一α18

0.03

一〇zo

α05

一〇z2

0.17

0.29

-0 .16

o.os

-o .oz

x.59**
-0.07

一〇
.25

0.10

*p<α05**pく0.01
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lil.考 察

1.達 成動機の因子構造の学年による相違

因子構造 を各学 年で比較す る と,1学 年で第1因 子 に位置つ いたのは,『 自己努力最善 因子 』

と命 名 した ように,自 己充実 に関す る因子 であ る。2学 年 と3学 年で は,第1因 子 に位置つ い

たの は 「社会地位 評価 因子』,『社 会成功 因子 』 と命 名 したよ うに,社 会的地位 や評価 に関す

る因子であ る。その一方,4学 年 は 『自己逃避因子 』 と命名 した ように,自 己 に関す る因子で

はあ るが負の値 を示 してお り,達 成動機 と しての積極的 な意志 は汲み取れ ない。4学 年は第1

期生で あるこ とか ら,先 輩か らの助言 は得 られず,何 につけて も自分達で開拓 して行か ざるを

得 ない立場 に置 か れてい る。最 終学年 を迎 えた とはい え,調 査 を行 った時期 が5月 か ら6月 に

かけての時期で もあ り,臨 地実習 はあ と4週 間残 されてお り,そ の後の卒業研究,就 職活動,

そ して来年2月 の国家試験 も控 えてい るこ とか ら不安材料 をよ り切実 に感 じ,『 自己逃避因子』

と命 名 される ような構 成 にな った もの と推 察 される。 しか し,第2因 子 は 『個 性発揮 因子 』,

第3因 子 は 『社会地位獲 得因子』,第4因 子 は 『自己工夫最善 因子』 とい うよ うに,自 己の個

性 を大 い に発揮 して社会 で活躍 し,さ らに自分 な りに工夫 し最善 を尽 くそ うとい うはつ らつ と

した意識があることが確認で きる。

この ように学年 に よって 自己充実 に関す る因子,あ るいは社会的地位や評価 に関す る因子が

どの順位 に位置つ くかの特徴 があ り,各 学年の教育的背景が 因子構造 に影響 している と推 察 さ

れる。1学 年 は高校卒業 後 ま もない ことか ら,自 己の充実 を意識 してい る もの と考 え られ,努

力 して最 善 を尽 くす とい う意識で あ り,2学 年,3学 年 と学年 が上が る に したが って,社 会的

な地位 や評価 あるいは社 会的成功 を意識す る ようになって きてい る と推察 され る。そ して,4

学年 はカ リキュ ラム において も未知へ の挑戦 とい う状況 にあるこ とか ら自己逃避 の意識が前面

に出 たで もの と考 えられる。

第2因 子 は,1学 年 の 『社 会成功 因子』,2学 年 の 『自己生 か し充実 因子』,3学 年 の 「個性

自己充実 因子』,4学 年の 『個性発揮 因子』 とい うように,自 己 と社会 を意識 した因子 が位置

ついてい る。第2因 子 において は,社 会的成功,自 己生 か し,自 己充実,個 性発揮 とい うよう

に,各 学年 ともに社会 と自己,自 己の個性 を表明 してお り,看 護学生 の個性 が表われ てい る。

この ような特徴は,そ れぞれの学年集団が持 つ特徴 ではあるが,看 護教育 の過程 を経験 したこ

とに よる学年進行 に伴 う特徴 なのか どうか,今 後 の横 断的 ・縦断 的検討 が必 要で ある。 また,

学年 進行が完 了 し,何 回かの卒 業生 を世 に送 り出せ ば,先 輩 ・後 輩の情報 交換が よ り充実 し,

F大 学 の伝統が培 われ て くるこ とによって,学 生 の心 理状 態 は よ り安定 して くる と思 われる。

したが って安定 した時期 を迎 えた時点で,再 度調査 及び検討 を行 うと、看護学 生の各学 年の特

徴が より鮮明に構造化 される もの と思われる。

さらに,F大 学 の昨年 の調査結果 と比較す る と,1学 年で は昨年 は第1因 子 に 『自己達 成懸

命 因子』が位置つ いていたが,今 年度 は 『自己努力最善 因子』が位置ついてい るように,1学
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年 は一生 懸命 に頑張 る とい う前 向 きな達成動機が感 じとれる。2学 年では,昨 年は第1因 子 は

『社会 的地位獲得 因子』 が位 置づ き,今 年度 は 『社 会地位 評価 因子』が 位置 つい た ことか ら,

2学 年は社会 との関係 を意識 する時期 と考 えられ る。3学 年 では,昨 年 は第1因 子 は 『社会的

評価 意識因子』で あ り,今 年度 は 『社会成功 因子』で ある。3学 年 になると,社 会 との関係 だ

けで な く,社 会 にお ける評価 を意識す る特徴があ る と推察 される。4学 年 は今年度初めて存在

す る もので あるが 、第1期 生 であ り,先 輩か らの情報が得 られない ことか らか,不 安定 な状況

にあ るこ とが示 されてい る。おそ ら くこの不安定 さは,臨 地 実習 をや り終 えた り,卒 業研究が

軌道 に乗 った り,就 職 に関連 した意志決定が明確 にな って くる と弱 ま り,次 第 に心理的 な安定

性 を取 り戻せ る もの と考 えられ る。 したが って,心 理 的安定 が得 られれ ば,達 成動機 は新 たな

ものが構造化 される と推察 されるが,そ の結果 は4学 年 の カリキ ュラムが終了す る時期の調査

結果 にゆだね られ る。

松永(23)ら に よる とY短 大の場合,1学 年 の第1因 子 は 『成功期待 因子 』,第2因 子は 『自

己個性へ の愛着 因子』 であ り,A短 大の1学 年 の場 合 は,第1因 子 は 『自我優越社交 的幸福願

望因子』 であ り,F大 学 の1学 年 の場 合の,第1因 子 『自己達成懸命 因子 』や 『自己努 力最善

因子 』 とは異 なっている。Y短 大 やA短 大の場合 は,期 待 や願望 が前面 に出て いるが,F大 学

の場 合は,自 らの努力 や最善 によ り獲得す るとい う意志が窺 える。教 育背景の異 なる大学 間で

比較す る ことで異 なった特徴 ある因子が構造化 され る ことが確 認 された。1学 年 はこれか ら看

護 の学習が始 まるこ とか ら,こ れか らの 自己の努力や期待感 や幸福 な ど自己 を中心 と した思考

過程が窺 える。今後,看 護学生 と して成長 してい くなかで,達 成動機 が社 会的関係性 の中で 自

己の課題 として成長で きるような教育的関与が必要 と思 われる。

また,因 子構造で負 の値 で示 された1学 年の 『没個性 因子』,2学 年 の 『平凡願望因子』,『自

己努 力放棄 因子 』,4学 年 の 『自己逃避 因子 』 に関 して は,各 学 年の教育 的背景 を考慮 し,看

護学 生の意識の中 に,積 極的 な達 成動機 だけが存 在す るのでは ないこ とに関 して も留意 する必

要が ある。達成動機 に対立す る概念 として,ホ ーナー(Horner,M.S)(24)は,従 来 の達成動 機

理論 に存在 しない 「成功 回避動機(themotivetoavoidsuccess)」 の概念 を導 入 している。 これは

達成動機 を有す る女性が 同時 に 「成功へ の恐 れ(fearofsuccess)」 をも有す る とい うものであ

る。ホフマ ン(Hoffman,L,W)(25>,チ ャバ ソール(Chabassoi ,D,J)(26),シ ャピロ(Shapiro,J,

P)(27)ら は,こ の傾 向は男性 に もみ られ ると報告 している。松永 らは(28) ,看 護学生の成功

回避動機 に着 目し,看 護 学生 には達成動機 として,成 功 を回避 しない(失 敗 回避)学 生 と,成

功 を期待す る ことな く他者 の失敗 を望 む学生 とが存在 し,そ こには勝 者の敗者 に対す るい たわ

りの要因があ り,看 護学生 には両価的構造(anbivalentstructure)が 萌芽的 にもた らされてい る

こ とを示唆 してい る。 この成功 回避 の概 念は和 を重 ん じる社会 の男女 関係 を象徴 す るものであ

るとされ ているが,看 護教育 の領域 においては,女 性が ほぼその職責 を独 占 し,男 性 と伍 して

役 割 と機能 を果 た し責任 を もって活動 す ることが期待 され ている。 したがって,今 後F大 学 に
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お いて も,達 成動機 と成功 回避 の概念 の両者 か ら,看 護学生 の意識構造 を明確 に把握 し,両 価

的 な意識の視点か ら教育的な関与の方向性 を見出す ことが必要であるこ とが示唆 される。

2.達 成動機の形成 を規定する要因

1)「 看護職への認識」 と因子 との関係

「看護職へ の認識」 における因子得 点か らみた達 成動機 の形 成 を規定す る要因 をみる と,1

学 年で は第1因 子 『自己努力最善 因子 』 に対 して,"看 護 職 はや りが いのある仕事 で ある"と

"看 護 職 を一生続 ける"が 影響要 因 と考 え られ
,第2因 子 『社会成功 因子』 に対 して は"看 護

職 は尊い仕事 であ る"と 思 ってい るか否かが影響 要因であ る。 これ らの ことか ら,入 学 問 もな

い時期 にある1学 年 に対 して は,看 護 を学ぶ早い時期 において,看 護職 のや りがい を強調 する

ような関わ りが有効 と考え られ る。 また,第3因 子 『没個性 因子』 に対 しては"看 護学 生 と し

ての誇 りがある"の 負の値 を示すのが影響要因 と考 えられ ることか ら.看 護学生 の個性 を伸 ば

す には,看 護学生 としての誇 りを喚起す るような教育的配慮が必要 と思 われる。

2学 年 で は,第3因 子 の 『平凡願 望因子』 に対 して"高 卒 時の進路選択 は間違 ってい ない"

と思 うか否 かが 影響 要因 と考 え られ,第4因 子 の 『自己努力 放棄 因子 』 に対 して"看 護職 は

や りがいのある仕事 である"あ るいは"看 護職を一生続 ける"と 思 うか否かが影響要因 と考 えら

れ るこ とか ら,達 成動機 と してのマ イナス イメー ジの意識 を克服 させ るため には,2学 年 は専

門科 目の学習が本格的 になされ る時期であ るこ とか ら,看 護 とい う職業の価値観 を形成す るよ

うな教育的配慮が望 まれ る。3学 年で は,第1因 子 『社会成功因子』 に対 して"高 卒時の進路

選択 は間違 ってい ない","看 護職 を一生続 け る"と 思 うか否かが影響 要因で あ り,第3因 子

の 『自己工夫努力 因子』 に対 して"看 護職 は尊い仕事で ある"と い う認識が影響 してい ると考

えられることから,看 護 という職業 の価値づけがなされるような教育的配慮が必要である。

4学 年 では,第2因 子 『個性 発揮 因子』 に対 して"看 護職 はや りがいのあ る仕事 である"と

"看 護職 を一生続 ける"が 影 響要 因 と考 え られ
,第4因 子 『社会地位獲 得因子』 に対 して"看

護学生 と しての誇 りがあ る",第4因 子 『自己工夫最善 因子 』 に対 して は"高 卒時 の進 路選択

は間違 っていない"と"看 護職 は尊 い仕事 である"と い う認識が影響 してい るこ とか ら,看 護

とい う職業 に対す る認識 を確認する必要があると考 えられる。

これ ら各学年 の特徴 か ら,看 護学生 の達 成動機 を発展 させるための教育的 関与の方向 として

は,看 護学生 である ことの誇 りをよ り自覚 させる こと,看 護職の仕事 のや りが いを意識づ ける

こと,看 護の価値認識 を強化 させ ることが有効であることが示唆 される。

2)「 看護の道を選択 した理由」 と因子 との関係

「看護の道 を選択 した理 由」 にお ける因子得点か らみ た達成動 機の形成 を規定 する要因 をみ

る と,1学 年 では"一 生役 立つ知識 ・技 術 を修 得す る","人 間的 に成長す る","社 会へ貢献
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す る","自 己 の興 味や適 性が あ る"が 影響 要因 と考 え られ る。2学 年 では"一 生 役立つ 知識

・技術 を修 得す る" ,"社 会的評価 を得 る"の2項 目が影 響要 因 と考 え られ,3学 年 で は"人

間的に成長す る","精 神 的 ・経 済的 に自立 す る","自 己の興味 や適性 が ある","社 会 的評 価

を得 る"の4項 目が 影響要 因 と考 え られ る。4学 年 では"看 護 職へ のあ こが れがあ る","社

会 的評価 を得 る"の2項 目が影響 要因 と考 え られ る。 これ らの こ とか ら,看 護職 を選択 した理

由 として①知識 ・技術の修得,② 人間的成長,③ 社 会へ の貢献,④ 自己の興味や適性,⑤ 社 会的

評 価,⑥ 精神 的 ・経済 的 自立,と い った認識 が 自己充 実的 あるい は競 争的 な達成動機 を形 成

している と推察 される。

達成動機 は,エ ンテ レキ ーつ ま り 「その人 ら しい個性的 な人間に まで発展す る活 力」 の表 出

(2・27-28)で あ り,「 自己実現への動機」である(2・29)と い うように多様 に捉 えられている。 ま

た達成動 機 は,個 人の積極的価値 に基づ く 「個人的達成欲 求」 と社会 的 ・文化 的価値 のあ るこ

とを達成す る 「社 会的達成欲求」 の2側 面 か ら捉 え られている(2)。 しか し,ど の ような成功

に対 して自己の達成動機 を表現す るかは,そ れぞれ個 々人において異 な り,成 功 とい う結果 の

み を重視す るような達成動機 は、競 争的達 成へ の欲望 となって しまうお それがある(30)と 指摘

され ているこ とか ら,達 成動機 に関連 した教育的関与 においては結果 のみ を重視す るので はな

く,過 程(プ ロセ ス)を 重視す る必 要があ る。 また,競 争 的達成動機 を望 ま しくない動機 と受

け止め るので はな く,競 争 的達 成動 機の低い学生 に対 して教育的配慮 をす ると ともにその意識

が高い学生への支援 をも考慮 しなければな らない。 また,堀 野(31)に よれば,自 己充実的達成

動機 の高 い人は,他 者 か らの援助 を受 け入れ,そ して他 者 を援助 したい と思い,失 敗 に対す る

柔軟性が あ り,プ ロセス重視 の基本的学習観 を もち,落 ち こむことはあ って も,抑 うつ にはな

りに くい とされている。 この ことか ら も,各 学年 の特徴 を捉 え,社 会的な競 争的達成動機 と自

己充実 的達成動機 を見極 めて教 育的 な配慮や支援 を行 うような教 育的関与が必要であ るこ とが

示唆 される。

おわ りに

今 回の調査 か ら得 られた達 成動機の因子構造 か らは,各 学年 によ り特徴があ り,個 人の 自己

充 実 に関す る もの は,1学 年 の 『自己努 力最 善 因子 』,『 自己楽 しみ因子』,2学 年 の 『自己生

か し因子』,3学 年の 『個性 自己充実 因子』,『自己工夫努 力 因子』,『 自己 目標努力因子』,4学

年 の 『自己工夫最 善因子 』 であ った。社会 的達成動機 に関す る ものは,1学 年 の 『社会成功 因

子 』,2学 年 の 『社会地位評 価 因子 』,3学 年の 『社 会成功 因子』,『社 会地位獲 得 因子 』 な どで

あった。

これ らの因子 に対 する影響 要因 と しては,昨 年 の調査結 果 と同様 に,看 護学生 としての誇 り

の有無や看護婦 の仕 事のや りがい意識 、看護 婦 は尊 い仕 事で ある とい う看護職 の価値づ け と,

一 生役 立つ知識 や技術 を修得 す るこ と
,仕 事 を通 して人間的 に成長す るこ と,社 会へ貢献 する
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こ となどが有意であ った。 この こ とか ら,看 護教育 におい て看護学生 にこれ らの意識 が高 まる

ような教育的支援 を行い,し か も看護 を学ぶ プロセス を重視す るような教育的配慮が必 要であ

ることが示唆 された。

今回の調査は4学 年 を対象 と して検討 したが,新 しい学年 になった5月 下旬か ら6月 上旬の

調査 結果であ ることか ら,看 護大学生全体の達成動 機 と して論 じることはで きない。今 後,学

年進行が完了 し,2月 下旬 から3月 上旬 のカ リキュ ラムが終了する時期 に再度追跡調査 を行い,

達成動機 の因子構 造 を解 明 し,さ らに達 成動 機の形 成 を規 定する要因 を検討 する ことで学 生の

意識や態度 を明確 に し,看 護教育改善のための基礎資料 を得たい と考えている。
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